
群馬工業高等専門学校　2008 年度シラバス　8701320005KK/20090708

( 科目コード：8701320005KK)

【改訂】第 1 版（2009-02-06）
【科目】物質工学総論
【科目分類】専門科目　【選択・必修の別】必修　【学期・単位数】後期・1 単位
【対象学科・専攻】物質工学科・5 年次
【担当教員】

今井 欽之
海野 雅史
髙津 敏夫
上石 洋一
吉井 文男

【授業目標・教育方針】
この授業は、さまざまな研究上の興味、研究歴を持った、産業界、学界、官界で活躍している研究者による、授業全
体として学際的性格を持つようにアレンジした授業である。２０年度は、産業界から、今井欽之（NTT フォトニクス
研究所）、高津敏夫（第一三共第一探索研究所）、学界から、海野 雅史（群馬大学工学部）、官界から、上石洋一氏
（群馬県新政策課科学技術振興室）、吉井文男氏 ( 日本原子力研究開発機構）、の各氏による集中講議形式の授業が予定
されている。学生には、各分野のそれぞれの授業内容だけではなく、各界、各分野における学問、研究の動向やそれ
らの関係についても知識を得ることによって、広い視野を持ち、特定の専門分野を越えて、考察力、判断力を持てる
ようになることが期待されている。

【授業概要】
１）今井欽之担当：光と物質、光学結晶を用いた光制御，光メモリの原理、２）海野雅史担当：ケイ素を含む有機化
合物は身の回りでも広く用いられ、社会生活においても不可欠の材料である。本授業では、ケイ素化合物の基礎から
応用まで、化学的視点から解説し、有機合成化学および材料化学に対する理解を促す。３）髙津敏夫担当：微生物の
生産する生理活性天然有機化合物の基礎から応用までを，医薬を中心に実例を用いて概説し，さらに実用化の例につ
いても紹介する．４）上石洋一担当：群馬県は、日本一の養蚕県である。繭から得られる絹は、高級な衣料素材とな
る他に医療用途や食品・化粧品分野でも用いられている。これは、絹を構成するタンパク質の性質を活かしているが、
いくつかの開発事例を取り上げ、幅広い知識を活用することで生活に役立つ「ものづくり」となることを理解する。
また、多くの共同研究例を紹介するなかで、技術者・研究者として身に付けておいてもらいたいことや技術開発の楽
しさを伝える。５）吉井文男：モノづくりに役立つ放射線加工技術：γ線や電子線はバイオ研究、材料開発、環境保
全材料の開発に活用され、製品化が進んで来ている。本講義では、放射線を用い開発した傷に貼り治癒を促進するハ
イドロゲル創傷被覆材、デンプン・セルロースゲルの農業分野などへの応用、トウモロコシ・芋から得られるポリ乳
酸の改質、カニ・エビ殻から得られるキチン・キトサンによる植物成長促進について基礎研究と実用化製品を紹介す
る。

【教科書・教材・参考書 等】
海野 雅史担当：ボルハルト・ショア現代有機化学 ( 上下 )、または一般的な有機化学の教科書

【授業形式・視聴覚・機器等の活用】
海野 雅史担当：基本的にプロジェクターを使用する。
高津　敏夫担当 : 基本的にパワーポイントを使用して授業を行う．

【リンク】
http://www.chem.gunma-u.ac.jp/~mr3/index.html

【成績評価方法】
［後期］各担当教員は 6 時間の授業を行う。レポートあるいは試験で成績を評価し、それぞれの教員の成績の平均値を
最終成績とする。海野 雅史教員は授業内でテストを行い、それが１００％になる。

【本校の学習・教育目標】
○ (A) 地球的規模での人，社会，環境についての倫理・教養を身につける．
◎ (C) 技術的課題解決のための専門分野の知識を身につける．

【JABEE 評価】
(a) 地球的視点から多面的に物事を考える能力とその素養
(d) 該当する分野の専門技術に関する知識とそれらを問題解決に応用できる能力 ( 分野別要件 )
工学 ( 複合融合・新領域 ) 分野の分野別基準

(2-a) 専門工学 ( 工学 ( 融合複合・新領域 ) における専門工学の内容は申請大学が規定するものとする ) の知識と能
力
(2-b) いくつかの工学の基礎的知識・技術を駆使して実験を計画・遂行し，データを正確に解析し，工学的に考察
し，かつ説明・説得する能力
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【授業計画】（授業名：物質工学総論）
回数 授業の主題 内容 レポート・宿題等

1 － 3 光とは何か，光と物質の相互作
用，光の利用（今井欽之）

１）電磁波の一種の光ついて，その波動的性質，粒子
的性質などを概説する．２）光の利用にあたっては，
位相や強度などのパラメータを誘電体や半導体などの
物質を介して制御することが必要となる．その基本と
なる光と物質の相互作用について説明する．３）光学
結晶を用いた光制御や光メモリなどを中心に，光の利
用分野について紹介する．

4 － 6 有機ケイ素化合物の合成と反応
（海野 雅史）

１）身の回りのケイ素化合物，その性質と合成法。
２）ケイ素化合物の構造と特性。３）ケイ素化合物の
応用，試験。

授業時間内で評価のた
めの試験を行う。

7 － 9 微生物の生産する生理活性天然
有機化合物の基礎と，医薬を中
心としたその応用
（髙津敏夫）

1）天然物化学序論，２）有用生理活性化合物の探索，
３）天然有機化合物の醗酵生産，単離精製，化学構造
決定，４）天然有機化合物の化学構造の特徴と生合
成，５）生理活性天然有機化合物が医薬となるまで．

10 －
12

繭から得られる絹を素材への応
用について（上石 洋一）

１）繭から得られる絹からの素材開発事例。２）共同
研究の紹介。３）技術者・研究者として身に付けてお
いてもらいたいことや技術開発の楽しさ。

13 －
15

モノづくりに役立つ放射線加工
技術について（吉井 文男）

１）γ線や電子線はバイオ研究、材料開発、環境保全
材料の開発に活用され、製品化が進んで来ている。本
講義では、放射線を用い開発した傷に貼り治癒を促進
するハイドロゲル創傷被覆材、デンプン・セルロース
ゲルの農業分野などへの応用、トウモロコシ・芋から
得られるポリ乳酸の改質、カニ・エビ殻から得られる
キチン・キトサンによる植物成長促進について基礎研
究と実用化製品を紹介する。
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